
「春エリアスタディーズ:アメリカ・シリコンバレーコース」
を実施しました！
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【現地学習実施期間】：2023年2月10日～2月19日（８泊10日）
【科 目 名】：キャリア創生共通科目 エリアスタディーズⅩ（2単位）
【参加学生】：甲南生17名
【内 容】 春休みにエリアスタディーズでは初となるシリコンバレー（アメリカ）にて、甲南大
学、SVJC*、メンローカレッジの共同開催のプログラムを開講しました。「グローバルなビジネス・
イノベーションの現在を学ぼう！」をテーマに、Apple、Google、Metaなど大手アメリカIT企業
の一大拠点であるシリコンバレーにて、現地で活躍する日本人起業家やエンジニアからの講義を
受け、様々な角度からアメリカの起業家精神について学習しました。
滞在中は、メンローカレッジで多彩な講義を受講し、スタンフォード大学にも訪問。現地の学
生にも積極的に話しかけ、交流を深めたことで、多くの出会いと気付き、学びのきっかけとなる充
実したプログラムとなりました。参加学生は、英語力の向上や自ら動くことの大切さを肌で感じ、

素晴らしい経験を得ることができました。
*SVJC＝Sil icon Val ley Japan Col lege(NPO法人）

４月24日(月)～実施！詳しくは後日HPで公開します。夏期エリアスタディーズ募集説明会

参加学生の声

甲南大学国際交流センター
（岡本キャンパス２号館１階）

TEL：078-452-1641  FAX : 078-435-2577
Email: kiec@adm.konan-u.ac.jpお問合せ

☑現地で多くのセミナーを受講させていただき、有名な観光名所やシリコンバレーの歴史などを知る機会を

沢山用意していただきました。また、自分たちで考えて行動する機会や時間もあり、よかったです。

☑強く印象に残ったのは多様性です。いろんな人がいるからこそ新しいアイデアが生まれたり、新しいことに挑

戦できることを知りました。様々なバックグラウンドを持つ人と話せて良かったです。

☑エリアスタディーズに参加することで、実践的な英語学習が行えるため、自分の英語力を改めて知ることが

でき、日本に帰ってからも英語力を向上させたいと意欲が湧きました。

☑勇気を出して取り組む大切さや、知識をつける大切さを感じました。今後社会人になっても学ぶことを忘

れず、 積極的に行動することを大切にしたいです。ありがとうございました。

メンローカレッジでのディスカッション

現地学生との交流

Google本社前で記念撮影


